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1　は　じ　め　に

放牧子牛の価格形成は，一般に舎飼子牛と比較して低評

価で行われており，このため公共牧場等を活用した子牛生

産を行っている繁殖農家の収益性は低くなり経営上極めて

大きな問題となっている。そこで本研究は，放牧子牛の価

格形成において，放牧それ自体と放牧にともなう自然交配

や飼い直し状況等の要因が，どのような影響を価格に与え

ているかを直接的・間接的効果を通して分析しようと試み

たものである。計算は農林水産研究計算センターを利用し，

「MAP一多解析プログラムー」を使用した。

2　分析の手順

日）データの性質と分析モデル

対象とする放牧子牛は岩手県南の磐井市場に上場された

去勢子牛58頑，雌子牛38頭である。全供用種雄牛の約90％

を自然交配牛（まき牛）1頑と人工授精用種雄牛2頭の合

計3頑で，占めているため，分析の単純化のために子牛を

これらの種雄牛のものだけに限定した。

分析モデルは

Y＝ao＋alXl＋a2X2＋…・・・＋aI3X13＋E

ただし，Y＝子牛1頑当たり取引価格（千円），Xl＝

母牛登録点数（点）．X2＝出荷体重（ゆ），X3＝出荷日齢

（日），X．＝1日平均増体重（匂），XS＝放牧開始後の入牧

時日数（日）．　X。＝入牧時日齢（日），　X7＝放牧日数

（日），Xさ＝飼い直し日数（日），Xo＝＝飼い直し増加

体重（ゆ），Xの＝飼い直し1日当たり増体量（ゆ），Ⅹ■1

・XR＝供用種雄牛選択1・2（自然交配のかわりに人工

授精l t2を示すダミー変数），Xla＝市場開設時期（S

56．12－S59．2の毎月開設市場の通番号），a0．al，…

au＝推定すべきパラメータ，ど＝誤差項とした。

そして，取引価格に有効に影響を与える要因を変数滅増

法で選択して垂回帰式を決定し，回帰係数を用いて説明変

数の直接的・間接的効果を検討した。

（21要因相互の関連性

取引価格と説明変数との単純相関係数について絶対値の

大きいものからみると，放牧去勢子牛ではrY2＝0．680，

rY．＝0．553，rY。＝0．531，rYll＝0．472，そして，放

牧日数（X，）との相関rYT＝一0．382があり，他は0．350

以下である。同様に，放牧雌子牛では，rY－3＝－0．496．rY8

＝0．387があり，他は0．300以下である。

（8）変数選択と要因の直接的・全体的効果

表1の放牧去勢子牛からみると，第4段階まで変数選択

され，更に分析の過程で，飼い直し増加体重の効果が出荷

轟1放牧去勢子牛について説明変数を減少させたときの偏回帰係数の変化

段 階

母 牛 登 録

点 数

出 荷 体 重

Ⅹ 2

退 牧 時

放 牧 日数

X T

飼 い 直 し

日　 数

飼 い 直 し

増 加 体 重

供 用 種 雄

牛 選 択 1

供 用 種 雄

牛 選 択 2

市 場 開 設

時 期

Ⅹ 13

飼 い 直 し

1 日 当 た

り 増 体 量

垂 相 関 自 由 度 調

整 済 み 垂

体　　 重 係　　 数

X l X l■ Ⅹ 8 X g X ll X 12 X lO R R ＊2 （％）

3 14 ．1 0 ■ 1．24 ■＊

1．3 1 割

－ 0 ．26 － 0 ．5 5 0 ．6 3 6 9 ．3 2 ＊＊ 4 4 ．0 2 ＊ － 2．92 榊 － 2 8 ．74 0 ．8 75 7 2 ．0 6

4 1 3．4 7 ＊ 1．3 1 ＊＊ －0 ．2 7 ＊ － 0 ．30 0 ．2 8 6 8．9 8 ＊＊ 4 2 ．34 ■ － 2．7 9 日 0 ．8 7 1 7 1 ．9 6

5 1 3．4 7 ＊ － 0 ．2 7 ＊ － 0 ．3 0 1．5 9 ＊＊ 6 8．9 8 ＊＊ 4 2．34 ■ － 2 ．7 9 ＊＊ 0 ．87 1 7 1．9tI

（2 ．32 2 ） （5 ．7 77 ）（－2，0 1 0 ）（－1．7 10 ） （7．34 4 ） （4 ．98 9 ） （2 ．0 18 ）（一3 ．8 8 3 ）

注．1）表lの変数の他に．第0段階では放牧開始後の入牧時El数（X5），入牧時日齢（X3），lEl平均増体重（X●）
が存在し（R＝0．881，R＊2三71．56）だが．X▲は第1段階で．Xaは第2段階で，X5は第3段階で落ちた。

2）出荷日齢（X3）＝入牧時日齢（X。）＋放牧日数（XT）＋飼い直し日数（Ⅹ8）である。
3）（）内の値はt値であり．職印は1％で，■印は5％で有意性を示す。

体重に吸収される傾向が強いため，出荷体重（X2）を更

に退牧時体重（X．●）と飼い直し増加体重（X9）とlこ分

けて計測し，第5段階の結果を得た。この式はパラメータ

の安定性も高く，放牧・飼い直しの効果も良好に表している。

表2の放牧雌子牛についても同様にした。なお，放牧雌

子牛の母牛登録点数は低い値に集中している（平均値77・3

点，変動係数1．00）ため，それ自体は重要な要因でありな

がら変数選択の過程で落ちてしまう。そこで強制的に説明

変数として取り込んで形で変数選択を行なった。

以上のようにして決定した垂回帰式の説明変数について，
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表2　放牧雌子牛について説明変数を減少したときの偏回帰係数の変化

段 階

母 牛 登 録

出 荷 体 重

退 牧 時

放 牧 日数

飼 い 直 し

1 日 当 た

用 種 雄 供 用 種 撞 市 場 開 設 飼 い 直 し 放 牧 開 始 垂 相 関 自 由 度 調

点　　 数 体　　 重 り 増 休 重 牛 選 択 1 牛 選 択 2 時　　 期 増 加 体 重 後 の 入 牧

時 日 数

Ⅹ

係 数

R

0 ．8 1 3

整 済 み 垂

相 関 係 数
X l Ⅹ2 X l● Ⅹ 7 Ⅹ 10 Ⅹ 11 Ⅹ 12 X lJ X g R ＊2 （％）

5 5 ．3 2
3 1．56 1 ．1 0 ＊＊

1．0 7 鋤

－ 0 ．3 6 10 4 ．7 8 ＊ 4 8 ．7 2 ■ 15 ．6 1 － 2．6 5 蝉 － 1 ．06 ●
5

0 ．0 9
4 1 ．94 1．0 7 日 － 0 ．4 1 10 6 ．70 ■ 4 5 ．47 ＊ 1 3 ，14 － 2．6 5 蜘 － 1 ．0 6 ＊ 0 ．8 1 2 56 ．5 4

5 1．9 4

－

－ 0 ．4 1 10 6．7 0 ＊ 4 5 ．4 7 ＊ 1 3 ．14 － 2．6 5 瑚 0 ．0 1 0 ．8 12 56 ．5 4

6 1．9 3 1．0 7 ＊＊ －0 ．4 1 ＊ 1 0 7．4 0 ＊＊ 4 5 ．3 8 ＊ 1 2 ．9 2 － 2 ．6 3 ＊＊ 0 ．8 1 2 57 ．9 9

（0 ．27 6 ） （4 ．6 5 3 ）（－2．6 3 8 ）（4 ．0 6 3 ） （2 ．8 9 5 ） （0 ．7 0 4 ）（－5 ．0 1 1 ）

注 ・ 1 ） 表 2 の 変 数 の 他 に ・ 第 0 段 階 で は 出 荷 日 齢 （Ⅹ き）． 1 日 平 均 増 体 重 （Ⅹ4 ）， 軌 、直 し 日 数 （Ⅹ 8 ）が 存 在 し （R　＝ 0 ・8 15 ・ R ＊2 ＝ 5 0 ・1 3 ）だ が ・ X d は 第 1 段 階 で ， Ⅹ▲は 第 2 段 階 で ， Ⅹ 〕は 第 3 段 階 で 落 ち た 。 他 は 表 1 と同 じ。

轟3　放牧去勢子牛の取引価格の変化

説 明 変 数

各 形 質 取引 価格 取 引価格 の全 変化1 （円 ）

の 直 接

変 化 量
の直接 変
化量 （円）

J Y （J X i ）

自然 交配
人工授 精 人 工授 精

J X i b Y i ・d X i l 2

母牛登 録点数　　 X l 1．0 点 1 3．47 4 2 6．封 7書 3 2．3 48 2 7，78 9

退 牧 時 体 重　　 X l● 1 0 り 13，08‘ 3．9 4 4 3．3 92 9．1 98

放　 牧　 日　 数　　 X ， 10 日 ‾2．70 1 －4，3 4 8 ー‘．28 0 －4．7 3 0

飼 い直 し日数　　 X a 10 日 －3．0鵬 1．14 3 2．52 3 2．4 13

飼 い直 し増加 体重 X 9 10 中 1 5．9 2 3 6．5 3 2 8，3 2 5 6，5 74

供 用種雄 牛選 択 l X ll 1．0 相 98 1 10 0．9 7 4

供 用種雄 牛選 択 2　X は 1．0 4 2．3 4 0 細．7∬

敵■＝dY（JXl）；（bYl・＋bYH・bl●1＋bYT・b71＋bYl・bll
十bY〇・b。1）JXt＝26．547として計算した。

轟4　放牧雌子牛の取引価格の変化

説 明 変 数

各 形 質 取 引価 格 取引価 格の 全変化 量 （円 ）

の 直 接
変 化 量

J X l

の 直接 変

化 量 （円 ）

b Y i・J X i

J Y （J X i ）

自然 交配
人工 授 精 人工授 精

1 2

母牛 登録点 数　　 X ． 1．0 点 1．9 28 5．27 6 7．1胱 5．諏 3

退 牧 時 体 重　　 X l● 1 0 匂 10．6 7 3 2．8‘7 2，14 1 2．70 0

放　 歓　 日　 数　　 X ， 1 0 日 －4．0 7 9 －3．80 1 －4．4 88 －4．0‘5
艶 菅 巌 呈　 X ．。

0．1 り 10．7 4 1 2．5 0 2 3．0 0 6 2．8 69

35．8 38

供 用種雄 牛選択 l X ．． 1．0 4 5．3 77 4 5．7 26

供 用種雄牛 選 択 2　 X ■2 1．0 1 2．9 23 －

これらの変数の取引価格に対する直接的効果と直接的・間

接的効果を含めた全体的効果とを表3・4に示した。

3　結果と　考察

lり放牧去勢子牛

供用種雄牛の影響は，表3で示すように供用種雄牛選択

1（X，．）の場合，つまり自然交配のかわりに人工授精1

を行うと，直接的効果で約6．9万円，全体的効果で約10．1

万円の差が生じる。また供用種雄牛選択2（X．2）の場合，

直接的効果で約4．2万円，全体的効果で約6．9万円の差が

生じ，調査期間中の平均取引価格約23万円からみても供用

種雄牛が価格形成上いかに大きな影響力を持つかがわかる。

放牧日数（X7）延長の直接的・全体的効果は負を示す。

この理由としては，①放牧それ自休の影響や㊥放牧日数

（X7）の延長が全期間の1日平均増休重（X．）を減少

させる（r47三一0．245）ことなどが考えられる。

飼い直し増加体重（Ⅹ。）の直接的・間接的効果は正で

あり，飼い直し日動（Ⅹ8）延長の直接的効果は負である。

このことは，放牧期間中順調に成長し退牧時体重（X．．）

の大きいものはど飼い直し日数が少なくて済む（r81．＝－

0．536）ことから，飼い直し日数の延長はかえって望まし

くない効果を表わすと考えられる。しかしながら，飼い直

し日数（X8）の延長は飼い直し増加休重（X。）をより

大きくする（r08＝0．601）ため，X8の全体的効果は正

となると考えられる。

なお，退牧時体重と飼い直し増加体重の直接的効果に比

べて，それらの全体的効果が一般に低い理由は．ある程度

の出荷体重を目標として退牧時体重に応じた飼い直しが行

われているためで，退牧時体重（Xl．）が高ければ飼い直

し増加体重（Xo）が少なく（r0．4＝一0．710）てすみ，その

逆もあることから，それらの効果が相殺されるためと考え

られる。

（2）放牧雌子牛

表4を表3と比べれば，飼い直し日数・飼い直し増加体

重のかわりに掛、直し1日当たり増体量が入っているが，

説明変数の効果は，①供用種雄牛の影響，㊥放牧・飼い直

しの影轡とも放牧去勢子牛とはぼ同様の傾向が認められる。

しかし，表1・2で自由度調整済み垂相関係数R＊2が放

牧去勢子牛の71．96（％）に対し，放牧雌子牛の57．99

（％）と低いことからもわかるように，放牧雌子牛の場合

は取引価格の形成において量的要因の寄与する割合がより

少なく，質的要因がより重要なことが示唆される。なお，

今後の課題として，①多頭数での分析，⑧外貌などの数量

化の困難な部分の分析，⑨放牧・舎飼子牛の経済性比較，

④放牧子牛生産農家とこれを購入する繁殖・肥育農家の収

益性などについての検討が残されている。
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